



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言-21世紀の日本を考える (第10回) 「活力ある未来の







































































































































































































































リカの英語には Math nerd という、そんな
英語もできておるんですね。math というの









































































































































































おるわけです。で、25 から 36 まで何しておったんやと、何もしてなかったんでしょうか、
そんなことはないわけです。ずうっと考えて、寝て、考えて、寝てというのをずうっとや
っておったわけですね。
　あるとき、ボーンと場外ホームランをかっ飛ばした。高木貞治も、最初幾つか論文を書
いてはりますが、これは全部短い論文です。だから、1903 年には４本書いているわけで
すね、論文を。ところが、それから 11 年間、何も書いておらん。よくぞこれで大学の先
生が務まったなあと思われますが、その後ガーンとホームランを打つわけです。本人もど
78
うやってして、これを見つけたかというのは、
いろんなエッセーに書いておりますので、見
ていただければわかりますが、心の中の葛藤
は 11 年間ずうっと続いているわけですね。
　岡潔も、生涯にこれだけしか論文を書かな
かったわけですけれども、もうぽつぽつと出
さないんです。これは全部ホームランなんで
すね。こんな人もいるわけです。
　他人にまねのできない理論の完成には、大
変大変長い時間がかかります。皆さんは、こ
れを気長に待ってくれますでしょうか、我々
の給料はみんなの税金から出ておるわけで
す。私は、待ってくださる国民も少しはいて
ほしいと、それをお願いしたいところです。
全員が全員、私の言うことが正しいと言って
くださるとは、そこまで期待しておりません。
これができなくなると、純粋数学はできなく
なります。
　まとめに入りたいと思います。数学に関しては、遺伝子は関係ないんです。才能はどこ
から出てくるかわからない。出てきたときに、それをぴっと拾い上げる、そういうシステ
ムが必要です。日本人数学者の成果が目に見えてくるのは、多分これからであろうと思い
ます。
　けさのご講演にも、日本の中に非常にたくさんの哺乳類が絶滅危惧種になっているとい
うお話がございましたけれども、数学が絶滅危惧種になるかどうかは、これはもう国民の
皆さんの判断に委ねるしかないわけで、我々は一生懸命頑張っております。
　ご清聴ありがとうございました。以上です。
